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（学位論文審査の結果の要旨）
本研究は、健常日本人集団における食事中多価不飽和脂肪酸（PUFA）摂取と飽和脂肪酸
（SFA）摂取の比（P／S比）が、循環器疾患危険因子およびメタポリックシンドロームに関連する
かを検討した疫学研究である。
栄養と血圧に関する4カ国国際共同研究INTERMAPの副研究であるINTERLIPIDに参加
した日本の4地区（滋賀、和歌山、富山、北海道）の40－59歳男女計1，145人のうち、高血圧・
脂質異常症・糖尿病の薬物治療を受けていない計1，004人を分析対象とした。栄養調査は
INTERMAP研究において厳密に標準化された4回の24時間思い出し法により行われ、食事
中のPUFA，SFAを含む各種栄養素摂取量が計算された。血圧、各種血清脂質、HbAIc、肥
満度およびメタポリックシンドロームの有無と、P／S比との関連が重回帰分析およびロジスティッ
ク回帰分析にて検討された。
食事中P／S比は血清総コレステロールおよび血清LDLコレステロールと有意な負の関連を
示し、多変量調整後も有意な関連が見られた。またP／S比は血圧値と弱い負の関連を認めた
が、血清中性脂肪、HDLコレステロール、HbAIcおよび肥満度（BMI）とは関連を示さなかっ
た。P／S比の4分位においてメタポリックシンドローム有病リスクを比較したところ、有意な関連
は認めなかった。
本論文は健常日本人集団において厳密に評価されたP／S比が血清総コレステロールおよ
び血清LDLコレステロールと明らかな関連を示すものの、メタポリックシンドロームとの関連は
ないという新しい知見を示したものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け、
博士（医学）の学位論文に値するものと認められた。
（平成　22年1月　26　日）
